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本
稿
で
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
十
月
二
十
日
に
東
京
日
比
谷
で
開

店
し
た
株
式
会
社
美
松
（
以
下
、
美
松
）
が
発
行
し
た
『
店
員
用
語
』（
以
下
、

本
資
料
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。

　

美
松
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
九
月
二
十
一
日
に
閉
店
売
出
し
を

行
い
、
わ
ず
か
四
年
程
度
の
営
業
期
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
美
松
は
、
百

貨
店
史
の
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
昭
和
初
期
に
創

業
さ
れ
た
百
貨
店
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
美
松
の
創
業
経
緯
や
経

営
概
要
、
店
員
状
況
と
そ
の
養
成
、
本
資
料
の
概
要
と
所
蔵
先
に
関
し
て
浮

き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

　

美
松
は
、
い
わ
ゆ
る
呉
服
系
百
貨
店
（
第
一
グ
ル
ー
プ
）、
電
鉄
系
百
貨

店
（
第
二
グ
ル
ー
プ
）
に
属
さ
ず
、
ま
た
前
身
が
呉
服
店
以
外
の
小
売
店
経

営
か
ら
の
百
貨
店
化
（
第
三
グ
ル
ー
プ
）
で
も
な
い
生
命
保
険
会
社
が
先
導

し
創
業
し
た
百
貨
店
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
着
目
さ
れ
に
く
か
っ
た
百
貨
店
グ

ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
総
称
し
て
第
四
グ
ル
ー
プ
と
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
谷
内
正
往
が
三
重
県
津
市
の
大
門
百
貨
店
、

筆
者
が
長
崎
市
の
浜
屋
百
貨
店
を
事
例
に
検
討
し
て
い
る）

1
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
第
四
グ
ル
ー
プ
の
百
貨
店
経
営
の
実
態
分
析
と

し
て
進
め
、
さ
ら
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
は
美
松
の
創
業
経
緯
か
ら
み
て
い
こ
う
。
美
松
は
、
現
在
の
朝
日
生

命
保
険
相
互
会
社
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
常
盤
生
命
保
険
会
社
（
以
下
、
常

盤
生
命
）
が
、
姉
妹
会
社
と
し
て
最
初
か
ら
百
貨
店
経
営
を
目
指
し
て
企
図

昭
和
初
期
東
京
に
お
け
る
新
百
貨
店
の
創
業
と
店
員
養
成

―
日
比
谷
に
開
店
し
た
美
松
『
店
員
用
語
』
の
紹
介
を
か
ね
て

―末　
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し
た
も
の
で
あ
っ
た）

2
（

。
そ
の
発
起
人
に
つ
い
て
は
細
田
昌
靖
、
矢
野
鉉
吉
、

西
中
甚
次
郎
、
伊
木
寅
雄
、
為
永
与
八
、
高
畠
秀
行
の
六
名
と
あ
る）

3
（

。
表
１

に
は
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
五
月
発
行
の
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
よ
り
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
創
業
当
初
か
ら
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
三
月
ま
で

の
重
役
一
覧
を
作
成
し
た
。
創
業
時
に
は
細
田
が
取
締
役
社
長
、
大
石
喜
一

が
専
務
取
締
役
に
就
い
た
。

　

そ
れ
で
は
細
田
と
美
松
の
関
係
か
ら
ひ
も
解
い
て
い
き
た
い
。
常
盤
生
命

が
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
入
っ
て
同
社
の
所
有
す
る
有
楽
町
一
丁
目

の
角
地
に
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
完
成
さ
せ
、
初
め
に
銀
座
松
屋
の
支
店
と
な
る

よ
う
な
店
舗
の
開
店
を
交
渉
し
た
も
の
の
、
条
件
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
不

調
と
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
後
、
常
盤
生
命
は
伊
勢
丹
に
対
し
百
貨
店
経
営

を
提
案
し
た
。
伊
勢
丹
で
常
盤
生
命
と
の
交
渉
を
担
当
し
た
の
が
細
田
昌
靖

で
あ
っ
た
。
当
時
彼
は
、
伊
勢
屋
丹
治
呉
服
店
を
創
業
し
た
初
代
小
菅
丹
治

の
実
弟
細
田
半
三
郎
の
長
男
と
し
て
、
伊
勢
丹
の
百
貨
店
化
に
参
画
し
て
い

た）
4
（

。

　

細
田
は
常
盤
生
命
か
ら
の
提
案
に
賛
同
し
、
有
楽
町
へ
の
進
出
を
強
く
主

張
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
二
代
小
菅
丹
治
は
三
日
間
、
そ
の
角
地
で
あ
る
日

比
谷
交
差
点
に
立
ち
、
人
の
往
来
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
二
代
小
菅
は

将
来
的
に
有
望
な
立
地
条
件
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
た
め
、
進
出
不
可
の
結

論
に
至
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
細
田
の
百
貨
店
経
営
へ
の
意
志
は
固
く
、

前
年
の
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
十
月
に
登
記
完
了
し
て
い
た
株
式
会
社
伊

勢
丹
の
取
締
役
を
退
任
し
て
も
美
松
の
経
営
に
乗
り
出
す
決
意
を
行
い
、
伊

勢
丹
で
は
一
時
的
に
内
部
分
裂
の
危
機
に
陥
っ
た）

5
（

。

　

表
２
に
は
、
こ
の
状
況
を
明
確
に
示
す
伊
勢
丹
・
小
菅
合
名
会
社
側
の
資

料
を
ま
と
め
た
。
表
２
（
１
）
か
ら
は
、
細
田
に
よ
る
常
盤
生
命
の
新
築
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
百
貨
店
経
営
の
計
画
案
実
行
へ
向
け
た
強
い
意
志
と
、

そ
の
た
め
に
退
社
す
る
意
向
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
伊
勢
丹
が
細
田
と
の

ス
ム
ー
ズ
な
解
決
法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
２
）
か
ら
は
、

（
１
）
の
会
議
を
受
け
て
以
降
、
早
々
に
伊
勢
丹
と
細
田
と
の
間
に
仮
契
約

重 役 名 役　　職 期　　間

細田昌靖 取締役社長 1931年（昭和6）7月～32年（同7）5月

同　上 取締役 1932年（昭和7）5月～33年（同8）5月

大石喜一 専務取締役 1931年（昭和6）7月～32年（同7）5月

伊木寅雄 取締役 1931年（昭和6）7月～32年（同7）5月

為永与八 取締役 1931年（昭和6）7月～32年（同7）5月

西中甚次郎 監査役 1931年（昭和6）7月～34年（同9）3月

矢野鉉吉 監査役 1931年（昭和6）7月～32年（同7）5月

香月　芳 専務取締役 1932年（昭和7）5月～34年（同9）3月

森田俊彦 取締役 1932年（昭和7）5月～34年（同9）3月

富樫芳幹 取締役 1932年（昭和7）5月～34年（同9）3月

柴田　武 取締役 1933年（昭和8）5月～34年（同9）3月

藤山栄三郎 監査役 1933年（昭和8）5月～34年（同9）3月
出所）狩野弘一編『世界百貨店要覧』（百貨店新聞社、1934年）208頁より作成。
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が
結
ば
れ
て
い
た
実
情
が
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
二
代
小
菅
に
よ
る
細

田
を
円
満
退
社
さ
せ
る
た
め
の
配
慮
も
汲
み
取
れ
る）

6
（

。

　

専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
大
石
喜
一
は
、
呉
服
系
百
貨
店
の
実
務
経
験
者

で
あ
っ
た
。
大
石
は
、
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
二
月
十
三
日
に
大
丸
に

入
社
し
た
の
ち
百
貨
店
化
を
成
功
さ
せ
た
専
務
取
締
役
里
見
純
吉
の
三
越
時

代
の
同
僚
で
あ
っ
た
。
大
石
は
、
里
見
が
入
社
す
る
以
前
の
一
九
二
一
年（
大

正
一
〇
）
七
月
十
六
日
に
常
務
取
締
役
に
就
任
し
大
丸
に
入
社
し
て
い
た
。

そ
れ
に
大
石
は
、
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
四
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

欧
米
を
視
察
し
、
里
見
に
よ
る
大
丸
の
近
代
的
百
貨
店
づ
く
り
に
尽
力
し
た

人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
正
確
な
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
大
石

は
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
四
月
四
日
に
大
丸
を
退
社
し
た）

7
（

。

　

美
松
の
開
店
ま
で
の
経
緯
が
『
都
新
聞
』
の
記
事
を
並
べ
る
と
鮮
明
に
な

る
た
め
、
そ
れ
ら
を
表
３
に
整
理
し
た
。（
１
）
か
ら
は
、
常
盤
生
命
が

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）秋
に
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
新
設
し
た
当
初
か
ら
デ
パ
ー

ト
開
業
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
開
業
者
が
翌
三
一
年
（
昭
和
六
）
五
月

に
な
っ
て
も
全
く
現
れ
な
か
っ
た
苦
境
が
わ
か
る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
話
が

各
方
面
か
ら
常
盤
生
命
に
持
ち
込
ま
れ
て
も
上
手
く
ま
と
ま
ら
ず
、
担
当
官

庁
で
さ
え
非
常
に
懸
念
し
適
切
な
処
置
を
求
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め

常
盤
生
命
の
本
業
で
あ
る
保
険
業
が
、
加
入
者
と
の
契
約
に
関
す
る
営
業
に

対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
（
２
）か
ら
は
、
一
九
三
一
年（
昭
和
六
）六
月
下
旬
に
な
っ
て
も
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
は
が
ら
空
き
状
態
で
、
記
事
の
表
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
「
四
苦
八

苦
」
し
て
い
た
印
象
を
世
間
に
与
え
て
い
た
。
し
か
も
、
同
社
の
営
業
部
長

で
あ
っ
た
蓮
沼
大
三
が
築
地
警
察
署
に
お
い
て
、
不
正
に
関
す
る
取
り
調
べ

を
受
け
た
と
い
う
噂
が
立
っ
て
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
ま
ず
常
盤
生
命
自

体
が
百
貨
店
開
店
を
目
指
し
て
い
た
も
の
の
、
担
当
官
庁
か
ら
資
産
状
況
に

（1）昭和6年7月4日午前8時30分より本郷区元町において開催
細田昌靖ガ個人トシテ常盤生命ビルヲ借リ受ケテ、百貨店ヲ経営セントスル計
画案ニ対シ種々調査ノ結果、同氏ニ思イ止マル可ク勧告セルモ肯ンゼズ。6月16

日、田中善吉、小関新左衛門、小菅拡治、３氏ヲ介シテ合名会社脱退ヲ申シ出
タルニツキ、種々交渉ノ経過ヲ報告シ、之ニ対シテハ出来得ル限リ円満解決ノ
方針ニテ進ム可キ事ニ決議セリ。

（2）昭和6年7月18日午後8時より本郷区元町において開催
細田昌靖退社ニ関スル件
前会議以降、双方折衝ノ結果、本月15日、田中善吉氏立チ会イノ下ニ、別紙仮
契約ヲナシタルニ至ル迄ノ経過ヲ報告シ、全員一致。コノ仮契約ヲ承認シタリ。

備考） 原則、常用漢字、現代かなづかいとし、漢数字は横書きにあわせて算用数字に改め、必要な個所に適宜、句
読点や送りがなを加えるなど読みやすくした。（1）（2）の一文については、筆者が加筆した。

出所） （1）は「小菅合名会社 社員会議」（『土屋家旧蔵文書 小菅丹治関係資料』東京大学経済学部図書館所蔵）、（2）
は「社員会議」（同）より作成。
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（1）ビルディングに祟られる常盤生命　保険契約も年々減少
常盤生命では、日比谷の電車交差点角にビルディングを建て、昨年秋華々しく新築落成式を挙行し、朝野の名
士を多数招待して披露の盛宴を張ったまでは無事だったが、200万円余も投じた此のビルディングが其の後全
然利用されず、僅かに上層の一部を会社が自身に使用しているだけで、地階、1階、2階、3階、4階、5階と云
うような主要部分が徒

いたず

らに棚ざらし同様の状態に置かれてある。何しろ場所柄とて甚だしく世人の注目をひき、
種々の噂を生んでいるので、会社当事者も非常に困惑し不安と焦慮に日を暮らしている様子であるが、何分に
もあの不向きな場所へデパートを開業せんとした見込み違いに出発しているので、これはと思う利用方法が
却
なか

々
なか

発見されず、昨今では適当な借り手を得て、これに部屋貸しをすることにしているので、各方面から色々
持ち込まれては居るらしいが、皆不調に終わり、今のところ全く見当つかずにいると云った実状にある。主務
省に於いても監督上、頻りに憂慮し会社に向かって極力善処方を迫っているが、右様の次第とて如何ともなら
ずにいる。然るに会社の資産上から観るならば、200万円余の巨資を固定させたこととて、運用利益は見す見
す之を失いつつある次第で、25万円払い込み、資本金100万円の保険会社として由々しき問題となっている。
これが為め一般に保険加入者にも不安を与えるものと見えて、営業上にも悪影響を及ぼし、同社は昨年の如き
784万円の契約高減少を示している。之を総契約高に比すると、昨年末同社の現在契約高は6,286万円であるから、
優に1割3分以上の激減振りで、同業者間に於いても頗る注目されている。
（2）常盤生命が四苦八苦の有様　其のビルが癌となって
常盤生命が日比谷交差点脇に建設したビルディングは今猶ガラ明きの状態で、会社が四苦八苦の体であること
は既報した処であるが、右に関し最近同社の営業部長蓮沼大三氏は築地警察署に召喚拘留の上、取り調べを受
けたと云う奇怪なる噂が伝えられている。同ビルディングは最初会社が資本の大部分をもってデパートの兼営
を為さん計画であった処、1ケ所に資産が固定し過ぎると云う理由の下に主務省より注意を受けて頓挫し、次
いで銀座の松屋呉服店と提携して同様、デパート開業の計画を樹

た

てたるも不成功に終わり、爾来諸国物産の陳
列及び販売の取り次ぎを行わんとしたるも是亦うまく行かず。更に、本郷バーとの間に大仕かけの食堂及びカ
フェ開業計画の下に交渉が行われたが、不調となったと云うような次第で、会社当事者は大いに焦慮し、最近
に至り伊勢丹呉服店の看板を借りて、又

また

復
また

デパート開業を目論みたるも徒
いたず

らに失敗を繰り返すのみで、今なお
利用方法が発見されず、完全に会社資産上の癌となって契約者に甚だしく不安を与えつつある。而も建築及び
設備費に関し何等か不正あるやの疑惑が起こり、当の責任者たる蓮沼営業部長が召喚、取り調べを受けるに至っ
たものらしく、果たして此の成り行きが如何になるものか非常に注目をひいている。
（3）日比谷にデパート　常盤ビル内に愈々実現　今秋10月に開店
日比谷公園前の常盤生命ビルディング内に百貨店を経営するという事は久しい前から噂されていたが、今回い
よいよ実現される気運となった。即ち神田伊勢丹の取締役細田昌靖氏を中心として、過日来それが新会社の設
立を企てられていたが、23日午後4時から創立総会を開いて資本金50万円の株式会社美松の名の下に着手する
に決し、細田氏は社長となり取締役・監査役もきまった。開店は今秋10月上旬の予定で、将来は資本金を200

万円に増資する筈である。之で長い間、行悩んでいた常盤ビルのデパート出現も漸く実現し、日比谷の一角に
異彩を放った事になった訳。
（4）常盤生命新館に「美松」出現　最新設備の大百貨店　同社業績にも好反映
常盤生命の堂々たる新館利用に関しては昨年来、同社当局が加入者の共同財産の適切な運用を条件として借主
に交渉を続けていたが、双方の意見合致を見るに至り、去る7月23日資本金50万円の株式会社美松の創立となり、
廉価、実質第一主義を標榜して一般百貨の販売に当たることとなり、愈

いよ

々
いよ

来月を期して開業の運びとなった。
営業一切を引き受け社長に就任した細田氏は百貨店経営に関しては多年の経験を有し、新進事業家として自他
共に許す所であり、其の販売政策と合理的経営の成果に就いては早くも一般から多大の期待を蔵されている。
同社が新館利用を委ねる意味に於いて株式会社美松の成立を見た訳であって、同社保険加入者の特別販売機関
も設けられ、共存共栄に資すると共に、之が解決は今後に於ける同社業績を一段と安泰ならしむる事は誓言を
要せぬ所である。
備考） 表2と同じ。また、難読漢字にはルビをつけた。
出所） （1）は『都新聞』3頁、1931年（昭和6）5月8日、（2）は『同』3頁、同年6月23日、（3）は『同』12頁、同年7月25日、（4）は『同』

5頁、同年9月23日より作成。
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関
す
る
注
意
を
促
さ
れ
頓
挫
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
次
い
で
、
前
掲
『
世
界

百
貨
店
要
覧
』
に
書
か
れ
て
い
た
銀
座
の
松
屋
と
提
携
し
た
う
え
で
の
デ

パ
ー
ト
開
業
が
知
れ
る
。
そ
の
後
は
、
前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
に
載
せ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
郷
バ
ー
と
手
を
組
ん
だ
食
堂
・
カ
フ
ェ
の
開
業

計
画
、
さ
ら
に
諸
資
料
で
最
も
述
べ
ら
れ
て
き
た
伊
勢
丹
と
の
デ
パ
ー
ト
計

画
な
ど
が
次
々
と
失
敗
し
、
保
険
の
契
約
者
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
上
述
の
蓮
沼
の
一
件
が
生
じ
た
こ
と
も
重
な
り
、（
１
）

に
引
き
続
き
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
利
用
方
法
が
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　
（
３
）の
七
月
二
十
五
日
の
記
事
に
は
、
い
よ
い
よ
細
田
が
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
か
ら
は
、
表
２
に
記
載
さ
れ
た
伊
勢
丹
で
の
社
員
会
議
の
決
議
日

と
の
つ
じ
つ
ま
が
一
致
す
る
。
細
田
の
退
社
が
承
認
さ
れ
た
七
月
十
八
日
か

ら
五
日
後
の
二
十
三
日
に
は
、
資
本
金
五
十
万
円
の
株
式
会
社
と
し
て
美
松

が
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
創
立
総
会
で
は
、
細
田
が

社
長
に
就
任
し
、
そ
の
ほ
か
の
表
１
に
み
ら
れ
た
取
締
役
と
監
査
役
も
決

ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
美
松
の
開
店
が
十
月
上
旬
の
予
定
で
進

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
４
）
の
九
月
二
十
三
日
の
記
事
か
ら
は
、（
３
）
と
同
様
に
七
月
二
十
三

日
に
創
立
し
、
廉
価
と
実
質
の
第
一
主
義
を
標
榜
し
て
一
般
百
貨
の
販
売
に

当
た
る
目
標
を
公
言
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
加
え
て
、
細
田
に

よ
る
百
貨
店
経
営
の
手
腕
が
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
保
険
業
の
業
績

が
一
層
安
泰
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
記

事
か
ら
は
美
松
の
大
衆
向
き
の
営
業
方
針
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
方
針
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

　

美
松
の
経
営
概
要
と
店
員
の
職
制
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
世
界
百
貨
店
要

覧
』
に
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
節
で
は
、
こ
れ
に
新
聞

記
事
を
交
え
な
が
ら
浮
き
彫
り
に
し
て
い
こ
う
。

　

表
１
の
よ
う
に
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
十
月
十
五
日
に
は
、
細
田
と
大

石
を
経
営
ト
ッ
プ
に
据
え
て
事
業
を
開
始
し
、「
近
代
人
の
新
百
貨
店
」
を
旗

印
と
し
て
同
月
二
十
日
に
開
店
し
た）

8
（

。
そ
こ
で
、
同
月
二
十
日
の
『
東
京
朝

日
新
聞
』
と
『
都
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
に
は
、「
近
代
人
の
新
百
貨
店
」

（
左
側
）、「
日
比
谷
の
美
松
開
店
」（
右
側
）、「
開
店
披
露
福
引
大
売
出
し（
お

買
上
一
円
毎
に
福
引
券
を
進

呈
致
し
ま
す
。
一
等
二
十
円

〔
商
品
券
〕、
二
等
十
円
〔
商

品
券
〕、
三
等
帝
劇
一
等
券

　

空
く
じ
な
し
）」（
中
央
）

と
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
は
、「
屋
上
の
眺
望

日
本
一
、
悉
く
最
新
の
商
品

に
し
て
最
新
の
安
値
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
表
４
に
は
開

店
時
の
催
事
を
一
覧
に
し
た
。

海
外
商
品
や
高
級
呉
服
を
中

心
に
販
売
し
つ
つ
、「
特
売

1 日英米仏1932年流行服及び地質陳列会
2 最新式フレンチ型婦人ドレス陳列
3 流行ネクタイ陳列会
4 新型ハンドバッグ特売会
5 高級呉服最低値提供
6 美彩会展覧会
7 新選近代呉服27種
8 特選必需雑貨大売出し

備考）表2と同じ。
出所） 『東京朝日新聞』6頁、1931年（昭和6）10月20日、『都新聞』5 頁、

同年同月同日より作成。
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会
」「
最
低
値
提
供
」「
大
売
出
し
」
な
ど
の
フ
レ
ー
ズ
か
ら
安
価
な
販
売
を

目
的
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
広
告
の
中
央
よ
り
や
や
左
側
に
は
、「
十

月
二
十
日
華
々
し
く
開
店
」
の
題
目
で
文
面
が
載
せ
ら
れ
て
い
た）

9
（

。
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
　

 　

帝
都
の
中
心
日
比
谷
に
開
店
致
し
ま
し
た
株
式
会
社
「
美
松
」
は
八

階
の
大
理
、
総
建
坪
三
千
二
百
余
坪
、
全
館
悉
く
近
代
文
化
の
粋
を
集

め
、
最
新
式
の
設
備
を
完
備
し
、
清
新
最
優
秀
品
に
し
て
最
も
廉
価
な

凡
ゆ
る
日
用
品
を
網
羅
し
、
茲
に
は
じ
め
て
完
全
に
近
代
人
の
百
貨
店

が
出
現
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

 　

実
に
美
松
は
、
時
代
の
最
尖
端
を
行
く
近
代
人
の
新
百
貨
店
と
し
て

実
質
第
一
の
信
条
に
奉
仕
し
、
新
時
代
を
代
表
す
る
帝
都
随
一
の
百
貨

店
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

 　

真
に
近
代
人
と
し
て
の
生
活
潮
流
に
躍
進
す
る
方
々
、
真
に
百
貨
店

美
松
を
熟
愛
す
る
方
々
の
溢
れ
る
る
御
厚
情
と
御
引
立
て
を
以
っ
て
、

何
卒
御
来
観
末
永
く
御
看
顧
を
賜
り
度
く
、
茲
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
廉
価
と
実
質
の
第
一
主
義
が
強
調
さ
れ
、
清
新
な
最
優
秀
品
と

あ
ら
ゆ
る
日
用
品
を
網
羅
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
他
の
呉
服
系
百

貨
店
や
電
鉄
系
百
貨
店
が
展
開
し
て
い
た
富
裕
層
・
中
流
階
級
・
大
衆
向
き

と
い
っ
た
顧
客
層
の
絞
り
込
み
が
明
確
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
も
感

じ
る
。
美
松
が
「
近
代
人
の
百
貨
店
」
と
し
て
初
め
て
出
現
し
た
と
あ
り
、

こ
の
「
近
代
人
」
と
店
内
の
品
揃
え
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
が

不
明
確
の
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
近
代
人
」
と
は
、
前
述
の

三
つ
の
顧
客
層
を
別
の
角
度
か
ら
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
に
は
常
盤
生
命
と
細
田
側
と
の
経
営
上
の
意

見
の
相
違
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
が
創
立
当
初
か
ら
上
手
く
い
か
な
か
っ
た

と
あ
る
。
し
か
も
、
二
代
小
菅
が
指
摘
し
た
よ
う
に
美
松
の
立
地
条
件
に
よ

る
営
業
状
況
が
芳
し
く
な
か
っ
た
。
三
越
と
大
丸
で
の
実
務
経
験
者
で
あ
っ

た
大
石
が
腕
を
振
る
う
余
地
が
な
く
、
常
盤
生
命
と
細
田
側
に
挟
ま
れ
専
務

を
辞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
石
の
退
社
後
の
美
松
は
経
営
不

振
に
陥
り
、
一
時
前
途
が
危
ぶ
ま
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る）

10
（

。

　

高
級
呉
服
販
売
を
主
力
の
戦
略
と
し
た
細
田
と
、
大
衆
向
け
販
売
を
目
的

し
た
常
盤
生
命
と
の
間
に
最
初
か
ら
営
業
方
針
に
食
い
違
い
が
あ
っ
た
た
め
、

顧
客
か
ら
み
て
も
統
一
感
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
細
田
の
営

業
展
開
は
、
呉
服
系
百
貨
店
の
激
戦
区
で
あ
っ
た
東
京
で
は
厳
し
い
局
面
に

陥
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
顧
客
層
が
含
め
ら
れ
た
意
味
を
有
し
て
、

富
裕
層
と
大
衆
の
顧
客
層
な
ど
に
区
分
す
る
の
で
は
な
く
「
近
代
人
の
新
百

貨
店
」
と
銘
打
っ
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
。

　

そ
の
の
ち
美
松
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
五
月
以
降
、
香
月
芳
を
専
務

取
締
役
と
し
て
再
生
を
目
指
し
た（
表
１
）。
香
月
専
務
に
よ
る
徹
底
し
た「
緊

縮
方
針
」
と
従
来
の
週
休
を
廃
止
し
、
無
休
営
業
に
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
経

営
に
「
堅
実
味
」
が
出
て
き
た
と
あ
る
。
常
盤
生
命
か
ら
柴
田
武
が
、
表
１
に

み
え
る
よ
う
に
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
五
月
に
美
松
の
取
締
役
に
就
任
し
て

い
た
が
、
さ
ら
に
同
年
六
月
十
日
の
臨
時
総
会
で
専
務
取
締
役
へ
の
昇
進
が
承
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認
さ
れ
、「
二
専
務
制
」
を
開
始
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
た
ち
ま
ち
店
内
の
命
令
系

統
の
一
貫
性
を
失
っ
て
混
沌
状
態
に

な
っ
た
。
一
九
三
四
年（
昭
和
九
）に
入
っ

て
「
内
部
に
反
省
の
色
」
が
み
ら
れ
、

三
度
目
の
好
転
を
辿
る
に
至
っ
た
と
い

う）
11
（

。

　

そ
こ
で
表
５
に
は
、
こ
の
期
間
の
業

績
を
一
覧
に
し
た
。
業
績
が
、
利
益
金

の
推
移
か
ら
既
述
し
た
よ
う
に
上
向
い

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
で
は
、
創

業
当
初
に
お
い
て
業
績
が
振
る
わ
な

か
っ
た
要
因
を
み
て
お
こ
う
。創
業
時
は
、

当
時
の
「
一
流
百
貨
店
」
を
そ
の
ま
ま

縮
図
的
に
し
た
よ
う
な
商
品
の
陳
列
が

さ
れ
て
お
り
、
顧
客
層
が
偏
っ
て
い
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
丸
の
内
付
近
に
は

銀
行
や
会
社
が
多
数
立
地
し
、
ま
た
西
洋
人
も
多
く
呉
服
類
の
販
売
地
域
に

向
か
な
か
っ
た
と
い
う）

12
（

。
こ
の
点
か
ら
は
前
述
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
呉
服
店

で
あ
っ
た
伊
勢
丹
出
身
の
細
田
に
よ
る
見
通
し
と
立
地
条
件
が
不
適
切
で
あ
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

上
述
し
た
「
近
代
人
の
新
百
貨
店
」
と
称
し
た
美
松
に
つ
い
て
は
、
百
貨
店

組
合
関
係
の
記
事
に
も
同
様
の
「
近
代
人
向
き
の
新
百
貨
店
」
の
表
現
で
、
高

級
品
に
力
を
注
ぐ
営
業
方
針
を
採
用
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る）

13
（

。
細
田
と
大

石
の
よ
う
な
呉
服
店
時
代

が
色
濃
く
残
る
経
営
者
と
、

開
店
時
の
「
近
代
人
」
向

き
の
営
業
方
針
が
、
店
内

で
は
む
し
ろ
統
一
感
が
弱

め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

業
績
が
あ
が
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
頷
け
る
。
細
田
・

大
石
主
導
に
よ
る
営
業
展

開
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

美
松
の
社
内
資
料
が
残
存

し
て
い
な
い
た
め
に
厳
密

な
検
証
が
難
し
い
が
、
既

述
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』

と
『
都
新
聞
』
に
掲
載
さ

れ
た
広
告
か
ら
探
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
今
後
の
課
題

に
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
こ
に
新
専
務
と
し
て

香
月
が
登
場
し
、
高
級
呉

服
を
中
核
と
し
た
高
級
品

を
縮
小
し
て
洋
品
雑
貨
に

期 決　算　期 資本金 払込額 利益金
1 1932年（昭和7）2月 500,000 250,000 2,000

2 1932年（昭和7）8月 500,000 250,000 1,000

3 1933年（昭和8）2月 500,000 250,000 3,000

4 1933年（昭和8）8月 500,000 250,000 4,000

5 1934年（昭和9）2月 500,000 250,000 9,000
備考）単位は円。
出所）前掲『世界百貨店要覧』206頁より作成。

地　階 第2食堂
（午後11時まで営業。和洋酒あり）

1　階
化粧品、薬品、帽子、鞄、靴、ワイシャツ、ネクタイ、メリヤス、タオル、ショール、パラソル、
菓子、果物、海産物、食料品、精肉、缶詰、茶、海苔、商品券、万承り所、携帯品及び御買上品
受け渡し所、自動電話、靴磨き、ポスト

2　階 婦人・子供用品、洋服付属品、婦人・子供服及び帽子、男子洋服・運動具、釣道具、時計、眼鏡、
貴金属、美術品、髪飾、ハンドバッグ、組紐、手芸品、検眼室

3　階 高級呉服、帯側、銘仙、半襟、小物類、官庁・会社係
4　階 呉服及び洋品雑貨特売場、漆器、和洋食器、台所用品、夜具布団、座布団、綿、休憩室、自動電話
5　階 第1食堂、大ホール（随時宴会引き受け）、別室、貴賓室、喫煙所

6　階 玩具、書籍・文房具、写真機及び材料・楽器・蓄音機、子供乗り物、和洋家具、美容室、写真撮
影室、諸種催物場、レコード視聴室

7　階 重役室、事務室、呉服・雑貨仕入部、店員食堂、電話交換室、店員面会所及び休憩室
屋　上 屋上庭園（清麗都下眺望）、子供遊戯完備、喫茶部新設

出所）前掲『世界百貨店要覧』208頁より作成。
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力
を
入
れ
て
業
績
が
好
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
『
世
界
百
貨

店
要
覧
』
が
刊
行
さ
れ
た
頃
に
は
官
庁
・
会
社
方
面
へ
の
外
売
り
に
力
を
注

ぎ
、
意
外
に
も
好
成
績
を
収
め
て
い
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る）

14
（

。
こ
こ
で
、
表

６
と
表
７
に
は
香
月
に
交
代
し
た
あ
と
の
店
内
売
場
と
職
制
を
作
成
し
た
。

表
６
か
ら
は
三
階
に
高
級
呉
服
の
売
場
や
、
現
在
の
法
人
外
商
に
当
た
る
官

庁
・
会
社
係
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
三
階
に
は
昭
和
初
期
に
全
国
的
に

流
行
品
と
な
っ
た
大
衆
向
き
実
用
絹
織
物
の
銘
仙
が
配
置
さ
れ
、
四
階
に
は

高
級
呉
服
に
対
す
る
呉
服
の
特
売
場
と
洋
品
雑
貨
の
特
売
場
を
設
置
し
て
い

た）
15
（

。
こ
こ
に
は
、
香
月
に
よ
っ
て
転
換
さ
れ
た
営
業
戦
略
が
如
実
に
表
れ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
表
７
に
は
、
特
売
場
に
特
別
販
売
係
と
し
て
係
長
と
主

任
心
得
を
配
属
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
表
７
か
ら
最
も
明
確
に
読
み

取
れ
る
の
が
数
多
く
の
雑
貨
係
の
担
当
者
で
、
そ
れ
に
対
し
呉
服
係
が
少
な

か
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

次
に
、
本
稿
で
紹
介
す
る
『
店
員
用
語
』
に
関
連
す
る
店
員
状
況
お
よ
び

養
成
な
ど
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
８
に
は
、
表
７
の
幹
部
社
員
を
含
め

た
社
員
全
体
の
一
覧
を
作
成
し
た）

16
（

。
男
性
店
員
と
比
較
し
て
女
性
店
員
の
方

が
倍
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
世
界

百
貨
店
要
覧
』
に
従
業
員
総
数
に
対
す
る
約
七
割
が
女
性
店
員
で
、
開
店
当

初
か
ら
「
美
人
」
を
集
め
て
採
用
し
て
い
た
と
あ
る
。
麗
人
の
店
員
を
多
数

職　　　位 氏　　名

専務取締役 香月　芳

呉服係係長 加藤　憲治

　同　主任（関西） 歌代　能久

　同　主任（関東） 井上　康太郎

　同　主任（既製） 佐藤　守秀

雑貨係係長 原　源蔵

　同　主任（食料） 岩崎　仁太郎

　同　主任（化粧・薬） 池田　千秋

　同　主任（男用） 　　 同

　同　主任（婦人服） 島森　一郎

　同　主任（婦子用） 井上　一郎

　同　主任（子用） 真行寺　英

　同　主任（特売） 大越　茂文

　同　主任心得（菓子） 押久保　孝八

　同　主任心得（運動具）山田　直一

　同　主任心得（食器） 草川　英次

　同　主任心得（漆器） 若杉　隆三郎

特別販売係係長 柳原　隆平

　同　主任心得 風間　正助

サービス係係長（兼） 柳原　隆平

　同　主任（配送） 上野　辰男

宣伝係係長 高畠　秀行

　同　主任（広告） 岩谷　新次郎

　同　主任（図装） 富田　森三

庶務係係長（兼） 香月　芳

　同　主任（人事） 秋山　進

女店員監督 大谷　槙

主任心得（用度） 佐藤　鷹一

主任心得（営繕） 田中　忠八

主任（守衛） 水原　与三

経理係係長 柳原　六郎

　同　主任（貸付） 小林　弥四郎

　同　主任心得（計算） 大西　太郎

　同　主任心得（値札） 鷲北　利吉
備考） （　）内については一部わかりやすい表現に

変えている。
出所）前掲『世界百貨店要覧』209頁より作成。

重　役 5

係　長 6

主　任 15

主任心得 10

店員（男） 126

店員（女） 276

傭員（男） 43

傭員（女） 13

合　計 494
備考） 1934年（昭和9）

3月20日現在。
出所） 前掲『世界百貨

店要覧』205頁よ
り作成。



人文学部研究論集（第48号）28

揃
え
て
い
た
こ
と
が
、一
九
三
四
年（
昭

和
九
）
三
月
段
階
の
一
つ
の
特
長
に

な
っ
て
い
た）

17
（

。

　

美
松
で
は
当
初
か
ら
女
性
の
採
用
が

多
い
な
か
、
人
件
費
の
方
は
ど
う
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
表
９
に
は
社
員
の
初

任
給
一
覧
を
作
成
し
た
。
高
等
小
学
校

卒
の
男
女
で
は
日
給
に
十
銭
の
差
が

あ
っ
た
も
の
の
、
女
性
店
員
の
ほ
と
ん

ど
が
高
等
小
学
校
卒
あ
る
い
は
高
等
女

学
校
卒
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

店
員
養
成
と
し
て
は
、
同
年
同
月
の
時
点
で
新
入
店
員
に
見
習
い
期
間
を

満
二
ヶ
月
と
定
め
て
、
毎
日
午
前
中
に
各
部
係
長
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
教
育
の
科
目
は
、
当
該
係
長
の
「
機
宜
の
処
置
」
に
よ
り
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
般
店
員
に
つ
い
て
は
随
時
の
全
店

員
会
合
を
開
い
て
、
専
務
取
締
役
に
よ
る
訓
示
が
行
わ
れ
て
い
た
。
表
７
の

係
長
と
主
任
・
主
任
心
得
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
は
別
に
毎
週
一
回
の
会
合

が
開
催
さ
れ
重
役
の
訓
話
を
受
け
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る）

18
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
店
員
養
成
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
百

貨
店
の
営
業
展
開
に
と
っ
て
重
要
な
の
が
多
様
な
顧
客
に
対
す
る
接
客
で

あ
っ
た）

19
（

。
そ
こ
に
本
資
料
が
、
第
四
グ
ル
ー
プ
の
百
貨
店
に
お
い
て
も
適
切

に
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
本
稿
で
美
松
の
店
員
養
成
に
関
わ
る
資
料
を

紹
介
す
る
意
義
を
見
い
だ
せ
よ
う
。

　
『
店
員
用
語
』
の
発
行
時
期
に
つ
い
て
は
本
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

も
う
一
つ
の
資
料
で
あ
る『
店
員
心
得
』の
表
紙
に
は
一
九
三
一
年（
昭
和
六
）

九
月
に
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
両
資
料
が
一
対
で
所
蔵
さ
れ

て
い
た
点
か
ら
判
断
し
て
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て

よ
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
本
資
料
が
同
年
同
月
に
作
ら
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、

同
年
十
月
二
十
日
の
開
店
以
前
に
作
成
さ
れ
、
店
員
養
成
の
準
備
期
間
に
使

用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
に
は
担
当
が
「
人
事
係
」
と
あ
る

の
で
、
表
７
の
庶
務
係
（
人
事
）
が
当
た
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
店

員
心
得
』
の
「
序
」
に
は
「
株
式
会
社　

美
松　

取
締
役
社
長　

細
田
昌
靖
」

と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
細
田
自
身
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
資
料
の
特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
「
一
般
的
の
注
意
」
と
し
て
①
万
人
向

き
で
如
何
な
る
人
に
も
通
じ
る
こ
と
、
②
簡
単
お
よ
び
明
瞭
な
る
こ
と
、
③

礼
儀
を
常
に
保
つ
こ
と
、
④
へ
つ
ら
い
過
ぎ
な
い
こ
と
、
⑤
自
然
に
し
て
ス

ラ
ス
ラ
と
話
せ
る
こ
と
、
⑥
上
品
な
対
応
で
あ
る
こ
と
、
の
六
つ
に
集
約
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
具
体
的
な
例
と
し
て
、
顧
客
に
対
す
る
①
挨
拶
の
言
葉
、
②
呼
び

か
け
る
言
葉
を
載
せ
、
次
に
③
お
客
様
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
時
の
対
応
、
④

お
客
様
に
お
願
い
す
る
際
の
注
意
、
⑤
お
客
様
に
お
尋
ね
す
る
時
の
注
意
、

⑥
電
話
が
か
か
っ
た
時
、
⑦
お
忘
れ
物
の
お
尋
ね
を
受
け
た
場
合
、
⑧
お
届

物
未
着
の
催
促
を
受
け
た
場
合
、
⑨
売
場
内
を
喫
煙
し
つ
つ
歩
行
さ
れ
る
顧

客
に
注
意
す
る
時
、
⑩
お
買
上
品
の
紙
包
数
点
を
ひ
と
ま
と
め
に
包
装
の
ご

依
頼
を
受
け
た
場
合
、
⑪
事
故
が
あ
っ
た
場
合
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
な
か
で
も
、
③
お
客
様
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
時
の
対
応
と
、
⑤

高等小学校卒（女） 日給70銭
高等女学校卒 日給80銭
高等小学校卒（男） 日給80銭
中学校（旧制）卒（男） 月給30円
高等商業学校卒 月給30円
専門学校卒 月給40円
大学（官・私）卒 月給45円
出所） 前掲『世界百貨店要覧』206頁より作成。
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お
客
様
に
お
尋
ね
す
る
時
の
注
意
が
最
も
詳
細
に
書
か
れ
て
お
り
、
高
級
呉

服
を
は
じ
め
高
級
品
や
特
売
品
を
販
売
す
る
う
え
で
重
要
な
内
容
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
店
員
が
、
顧
客
と
の
間
で
何
か
対
応
上
の
問
題
等
が
起
こ
っ
た

場
合
に
は
一
度
お
詫
び
し
た
あ
と
に
、
表
７
に
あ
る
係
長
ま
た
は
当
該
主
任

を
直
ち
に
呼
ぶ
こ
と
が
鉄
則
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
当
時
、
顧
客
に
対
す
る
表
現
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
基
本
語
と

食
堂
用
語
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
食
堂
用
語
が
重
視
さ
れ
た
理
由
と

し
て
は
、
表
６
に
あ
る
よ
う
に
美
松
の
五
階
に
第
一
食
堂
、
地
階
に
第
二
食

堂
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
食
堂
で
は
眺
望
が
よ
く

明
朗
気
分
に
い
ざ
な
わ
れ
、
第
二
食
堂
で
は
夜
間
に
営
業
す
る
こ
と
で
落
ち

つ
い
た
雰
囲
気
に
な
れ
る
よ
う
な
心
遣
い
が
み
ら
れ
た
。
美
松
の
二
大
食
堂

と
し
て
多
大
な
面
積
を
費
や
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
両
方
と
も
「
善
美
」
を

尽
く
し
、
夏
季
は
換
気
扇
を
運
転
す
る
な
ど
行
き
届
い
た
対
応
で
あ
っ
た
と

い
う）

20
（

。

　

以
上
、
本
資
料
か
ら
は
美
松
に
お
け
る
店
舗
施
設
の
特
長
や
営
業
展
開
の

様
子
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
資
料
は
、
筆
者
が
山
梨
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
大
木
家
文

書
」
の
資
料
群
か
ら
探
り
当
て
た
も
の
で
あ
る）

21
（

。
最
後
に
本
資
料
が
所
蔵
さ

れ
て
い
た
大
木
家
に
触
れ
て
お
き
た
い）

22
（

。

　

大
木
家
は
、
初
代
当
主
の
彦
右
衛
門
が
寛
文
期
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
に

甲
府
に
移
住
し
、「
井
筒
屋
」
を
屋
号
と
し
て
呉
服
店
を
経
営
し
た
。
天
保

期
（
一
八
三
〇
〜
四
四
）
か
ら
は
「
お
ふ
ど
う
」
に
改
名
し
、
本
業
に
加
え

て
札
差
を
営
ん
だ
。
明
治
期
（
一
八
六
八
〜
一
九
一
二
）
に
入
っ
て
は
、
七

代
大
木
喬
命
が
織
物
工
場
の
経
営
、
お
よ
び
銀
行
や
商
業
会
議
所
の
設
立
な

ど
実
業
界
と
同
時
に
衆
議
院
議
員
と
し
て
政
界
へ
進
出
し
た
。
そ
の
う
え
大

木
家
は
、
芸
術
界
・
教
育
界
で
の
活
動
と
い
っ
た
経
済
・
文
化
活
動
と
も
に

頂
点
を
迎
え
、
甲
府
市
域
で
若
尾
・
名
取
家
に
次
ぐ
第
三
位
の
富
豪
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
は
九
代
精
之
助
に
至
る
ま
で
の
約
三
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
現

在
の
甲
府
市
中
央
二
丁
目
（
甲
府
横
近
習
町
）
に
邸
宅
を
構
え
、
繁
栄
を
築

い
た
甲
府
屈
指
の
豪
商
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
初
期
の
『
山
梨
時
事
新
報
』『
山
梨
民
報
』『
山
梨
日
日
新
聞
』
等
の

山
梨
県
内
の
新
聞
広
告
な
ど
で
確
認
し
て
み
る
と
、
一
九
三
八
年
（
昭
和

一
三
）
十
月
一
日
に
百
貨
店
と
し
て
開
店
し
た
柳
町
の
岡
島
呉
服
店
と
並
ん
で

大
呉
服
店
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

23
（

。
そ
の
た
め
、
大
木
家
で
は
美
松
の
本
資

料
を
自
ら
の
呉
服
店
の
店
員
養
成
に
当
た
っ
て
入
手
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
美

松
が
閉
店
後
に
同
店
員
を
雇
用
し
た
際
に
入
手
し
た
も
の
か
な
ど
推
測
の
域
を

出
な
い
が
、
当
時
の
百
貨
店
と
大
呉
服
店
の
店
員
養
成
面
で
の
関
係
性
が
十

分
想
定
で
き
る
。
大
木
家
の
お
ふ
ど
う
呉
服
店
は
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）

五
月
末
日
で
閉
店
し
て
し
ま
う
が
、
本
資
料
の
存
在
か
ら
ラ
イ
バ
ル
店
で
あ
っ

た
岡
島
呉
服
店
の
よ
う
に
百
貨
店
化
を
模
索
し
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
推
測
も

可
能
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
地
方
都
市
の
大
呉
服
店
の
百
貨
店
化
を
掘
り
下
げ

る
た
め
に
も
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
大
木
家
の
呉
服
店
経
営
の
分
析
が
必
要
で

あ
る
。
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本
稿
で
は
美
松
を
一
括
し
て
第
四
グ
ル
ー
プ
と
し
た
が
、
各
百
貨
店
の
創

業
事
情
が
異
な
る
た
め
、
さ
ら
な
る
分
析
に
よ
る
分
類
が
重
要
と
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
美
松
の
よ
う
な
短
命
の
百
貨
店
で
あ
っ
て
も
今
後
の
百
貨
店

業
史
研
究
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

呉
服
系
百
貨
店
の
大
丸
に
お
い
て
は
、
大
正
後
期
に
三
越
出
身
の
里
見
純

吉
を
採
用
し
た
。
福
岡
市
の
岩
田
屋
で
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）

十
二
月
に
営
業
部
長
に
就
任
し
た
三
越
の
桐
生
出
張
所
所
長
や
大
阪
支
店
の

仕
入
部
長
を
経
験
し
て
い
た
吹
野
誠
太
が
お
り
、
昭
和
初
期
の
百
貨
店
の
創

業
に
と
っ
て
も
呉
服
系
百
貨
店
で
の
実
務
経
験
者
の
人
材
は
必
要
不
可
欠
で

あ
っ
た）

24
（

。
こ
の
意
味
で
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
伊
勢
丹
か
ら
迎

え
ら
れ
た
細
田
と
、
三
越
や
大
丸
の
百
貨
店
化
に
貢
献
し
て
き
た
大
石
を
採

用
す
る
な
ど
、
実
務
経
験
者
が
新
百
貨
店
の
重
役
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
た）

25
（

。
こ
の
中
途
採
用
は
百
貨
店
化
と
百
貨
店
業
の
発
展
に
と
っ

て
肝
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
百
貨
店
業
界
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
現
在
多
く
の
業
界
に
お
け
る
企
業
の
新
規
参
入
に
と
っ
て
も
実

務
経
験
者
の
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
多
い
た
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
企

業
発
展
の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
経
営
史
研
究
に
と
っ
て
検
討
す
べ
き
課
題

と
な
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
五
月
発
行
の
前
掲
『
世
界
百
貨
店

要
覧
』
を
中
心
に
、
伊
勢
丹
と
大
丸
の
一
次
資
料
や
新
聞
記
事
を
加
え
解
明

し
て
き
た
。
今
後
は
「
近
代
人
の
新
百
貨
店
」
の
意
図
を
含
め
、
細
田
・
大

石
時
代
の
営
業
展
開
と
そ
の
後
の
違
い
や
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
九

月
の
閉
店
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
要
因
な
ど
に
迫
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ
の
『
店
員
心
得
』
の
紹
介
を
併
せ
て

次
の
課
題
に
し
て
お
き
た
い
。
第
四
グ
ル
ー
プ
の
実
情
を
探
る
た
め
に
も
、

「
近
代
人
の
新
百
貨
店
」
の
再
検
討
を
含
め
、
そ
の
営
業
展
開
や
、
激
戦
区

で
あ
っ
た
東
京
に
お
け
る
他
の
呉
服
系
百
貨
店
の
営
業
展
開
を
背
景
と
し
た

美
松
の
閉
店
事
情
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
） 

谷
内
正
往
・
加
藤
諭
『
日
本
の
百
貨
店
史

―
地
方
、
女
子
店
員
、
高
齢
化

―
』（
日
本
経
済
評
論
社
、二
〇
一
八
年
）
四
九
〜
七
七
頁
。
末
田
智
樹
「
戦

前
戦
後
、長
崎
市
地
元
実
業
家
に
よ
る
浜
屋
百
貨
店
の
創
業
と
復
興
へ
の
挑
戦
」

（『
社
史
で
見
る
日
本
経
済
史 

第
九
〇
巻 

濱
屋
百
貨
店
二
十
年
史
』ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
一
七
年
）
三
〜
一
七
頁
。
第
一
〜
三
グ
ル
ー
プ
に
属
さ
な
い
百
貨
店
と
し
て
は

大
門
百
貨
店
と
浜
屋
百
貨
店
の
ほ
か
に
、
存
続
し
て
い
る
百
貨
店
で
は
広
島
市
の

福
屋
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
福
屋
五
十
年
史
』（
株
式
会
社
福
屋
、
一
九
八
〇
年
）
を

参
照
。
な
お
、
第
一
〜
四
グ
ル
ー
プ
分
け
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
２
） 

『
朝
日
生
命
八
十
年
史

―
一
八
八
八
〜
一
九
六
八

―
』（
朝
日
生
命
保
険

相
互
会
社
、
一
九
六
八
年
）
九
五
〜
九
七
・
三
三
〇
〜
三
三
一
頁
。

（
３
） 

狩
野
弘
一
編
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』（
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
）
二

〇
七
頁
。
こ
の
頁
に
は
細
田
清
昌
、
西
中
勘
次
郎
、
富
永
与
八
と
あ
る
が
、
今

回
は
表
１
に
作
成
し
た
二
〇
八
頁
の
「
歴
代
重
役
」
の
氏
名
の
通
り
と
し
た
。

（
４
） 

菱
山
辰
一『
伊
勢
丹
七
十
五
年
の
歩
み
』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
、一
九
六
一
年
）

一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
、『
伊
勢
丹
百
年
史

―
三
代
小
菅
丹
治
の
足
跡
を
た
ど
っ

て

―
』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
、
一
九
九
〇
年
）
五
〇
頁
。

　
　

 

ま
た
、
寺
本
界
雄
『
百
貨
店
縁
起
』（
日
本
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年
）
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の
巻
末
「
百
貨
店
年
譜
」
の
「
ゐ
」
の
「
昭
和
六
年
〜
一
九
三
一
」
に
は
、「
一

〇
／
一
五
〜
美
松
〜
日
比
谷
公
園
前
の
十
字
街
に
出
現
。
…
地
階
か
ら
六
階
…

総
坪
数
二
、四
〇
〇
坪
の
中
型
百
貨
店
…
社
長
細
田
昌
靖
（
三
五
才
）」
と
あ
り
、

美
松
の
事
業
開
始
日
や
規
模
、
当
時
の
細
田
の
年
齢
が
読
み
取
れ
る
。

（
５
） 
前
掲
『
伊
勢
丹
七
十
五
年
の
歩
み
』
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
、
前
掲
『
伊
勢
丹

百
年
史
』
五
〇
頁
。

（
６
） 

『
二
代
小
菅
丹
治
伝
記
資
料
集　

第
一
巻　

遺
訓
』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
企
画

部
、
一
九
六
八
年
）
三
六
頁
、『
二
代
小
菅
丹
治
翁
伝
記
資
料
集　

第
二
巻　

思
い
出
（
一
）』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
、
一
九
六
八
年
）
一
三
五
〜
一
三
六
頁
を

参
照
。
昭
和
初
期
の
伊
勢
丹
の
動
向
に
関
し
て
は
、
土
屋
喬
雄
『
二
代 

小
菅

丹
治 

上
』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
、
一
九
六
九
年
）
一
七
六
〜
二
三
七
頁
を
参
照
。

（
７
） 

株
式
会
社
大
丸
呉
服
店
『
第
弐
期
営
業
報
告
書
』（
自
大
正
十
年
三
月
一
日

至
大
正
十
一
年
二
月
二
十
八
日
）、
株
式
会
社
大
丸
『
第
九
期
営
業
告
書
』（
自

昭
和
三
年
三
月
一
日
至
昭
和
四
年
二
月
二
十
八
日
）や
、『
大
丸
二
百
五
十
年
史
』

（
株
式
会
社
大
丸
、
一
九
六
七
年
）
三
二
九
・
三
三
一
・
三
三
四
頁
、『
大
丸
三

百
年
史
』（
Ｊ
・
フ
ロ
ン
ト 

リ
テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社
・
株
式
会
社
大
丸
松
坂

屋
百
貨
店
、
二
〇
一
八
年
）
一
七
二
〜
一
七
四
頁
。

　
　

 

平
野
隆
は
、
里
見
の
大
丸
入
社
に
関
し
て
、
彼
よ
り
も
先
に
同
社
の
取
締
役

に
就
任
し
て
い
た
大
学
（
慶
應
義
塾
）
時
代
の
後
輩
で
あ
っ
た
大
石
が
仲
介
し

た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
興
味
深
い
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
平
野
隆
「
創
成

期
百
貨
店
の
慶
應
義
塾
出
身
経
営
者
た
ち
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
七
号
、

二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

（
８
） 

前
掲
『
伊
勢
丹
百
年
史
』
五
〇
頁
。

（
９
） 

本
内
容
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
六
頁
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
十
月
二
十

日
よ
り
引
用
。
ほ
か
に
『
都
新
聞
』
五
頁
、同
年
同
月
同
日
を
参
照
。
な
お
、「
近

代
人
の
百
貨
店
」
と
「
近
代
人
の
新
百
貨
店
」
と
さ
れ
、
前
者
に
「
新
」
が
抜

け
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
ソ
ノ
マ
マ
と
し
た
。
ま
た
、
前
者
に
当
て

は
ま
る
引
用
部
分
も
「
近
代
人
の
百
貨
店
」
と
し
た
。

（
10
） 

前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』

二
〇
七
頁
。
同
書
の
二
〇
八
頁

に
は
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）

三
月
当
時
の
大
株
主
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
表
10
に
し
て

お
く
。
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
蓮
沼
大
三
や
細
田
の
存

在
が
わ
か
る
。
細
田
は
退
社
し

て
も
株
主
の
上
位
に
連
ね
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

（
11
） 

前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
二
〇
七
頁
。

（
12
） 

同
右
、
二
〇
九
頁
。

（
13
） 

伊
藤
重
治
郎
編
『
調
査
彙
報
』
第
三
年
・
第
三
号
（
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
、

一
九
三
五
年
）
九
一
頁
。

（
14
） 

前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
二
〇
九
頁
。

（
15
） 

末
田
智
樹
「
両
大
戦
間
恐
慌
期
に
お
け
る
百
貨
店
の
大
衆
化
と
商
店
街
の
形

成
と
商
品
流
通
の
変
化
」（『
流
通
』
№
五
〇
号
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

（
16
） 

表
７
と
表
８
を
比
較
し
て
み
る
と
、
係
長
と
主
任
心
得
の
数
が
少
し
異
な
る

が
、
今
回
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
お
く
。

（
17
） 

前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
二
〇
六
頁
。
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
三
月
時

点
の
表
８
で
は
女
性
店
員
が
約
七
割
で
な
い
た
め
、
開
店
当
時
の
比
率
に
つ
い

て
は
今
後
の
資
料
調
査
に
期
し
た
い
。

（
18
） 

前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
二
〇
六
頁
。

（
19
） 

末
田
智
樹
『
老
舗
百
貨
店
の
接
客
法

―
松
坂
屋
の
資
料
が
語
る
店
員
の

〝
心
得
〞―
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
九
年
）。

（
20
） 
前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
二
〇
八
頁
。

（
21
） 

『
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵　

古
文
書
目
録
一
〇
』（
山
梨
県
立
図
書
館
、
二
〇

〇
一
年
）
一
一
七
頁
に
は
、「
一
九
六
七　

店
員
心
得　

図
書　

昭
和
六
・
九

柴田　武 3,000株
富樫芳幹 1,310株
香月　芳 1,290株
蓮沼大三 1,000株
森田俊彦 1,000株
石井　修 200株
細田昌靖 180株

出所） 前掲『世界百貨店要覧』208
頁より作成。
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二
冊
」
と
あ
る
。

（
22
） 

大
木
家
に
関
し
て
は
、『
江
戸
時
代 

人
づ
く
り
風
土
記
⑲ 

ふ
る
さ
と
の
人
と

知
恵 

山
梨
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
七
年
）
三
一
六
〜
三
一
九
頁
の

石
川
博
「
豪
商
大
木
家
に
今
も
伝
わ
る
貴
重
な
資
料
」、
前
掲
『
古
文
書
目
録

一
〇
』
の
「
大
木
家
文
書
」
の
解
説
、『
お
ふ
ど
う
と
名
乗
っ
た
家 

豪
商 

大
木

家
の
三
五
〇
年
』（
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
）
八
・
一
〇
〇
頁
お
よ

び
一
二
四
〜
一
三
一
頁
の
齋
藤
康
彦
「
甲
府
の
豪
商
大
木
家
の
足
跡
」
を
参
照
。

ほ
か
に
は
、『
平
成
二
五
年
度 

山
梨
県
立
博
物
館 

調
査
・
研
究
報
告
七 

河
口

地
区
の
歴
史
民
俗
的
研
究
』（
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）
一
二
三
〜

一
二
八
頁
の
「
第
二
章 
資
料
紹
介 

大
木
家
の
富
士
信
仰
関
連
資
料
」、
小
畑
茂

雄
「
近
江
商
人
・
塚
本
定
右
衛
門
と
甲
府
の
豪
商
大
木
家

―
両
家
の
交
流
と

『
塚
本
山
』
成
立
を
中
心
に

―
」（『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
一
集
、

二
〇
一
七
年
）、『
こ
う
ふ
開
府
五
〇
〇
年
記
念
誌 

甲
府
歴
史
も
の
が
た
り
』（
甲

府
市
、
二
〇
一
九
年
）
六
三
〜
六
四
頁
の
「
豪
商
大
木
家
の
お
宅
拝
見
」、
一

七
三
〜
一
七
四
頁
の
「
行
っ
て
来
ま
〜
す
！
旅
す
る
町
人
」
を
参
照
。

（
23
） 

例
え
ば
、『
山
梨
時
事
新
報
』
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
三
月
七
日
、
三
頁

に「
冬
の
持
越
品
大
安
値
提
供　

春
の
新
柄
大
売
出
し　

桜
町
お
ふ
ど
う
」、『
山

梨
時
事
新
報
』
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
三
月
十
九
日
、
三
頁
に
「
特
製
雛
人

形
陳
列　

春
の
銘
仙
と
モ
ス
リ
ン
特
選
新
柄
売
出
し　

粋
好
み
春
の
刺
繍
半
襟

売
出
し　

桜
町
お
ふ
ど
う
呉
服
店
出
張
所
」、『
山
梨
民
報
』
一
九
三
〇
年
（
昭

和
五
）
十
一
月
二
十
三
日
、
三
頁
に
「
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五　

三
日
間

え
び
す
講
大
廉
売　

桜
町
お
ふ
ど
う
呉
服
店
出
張
所
」、『
山
梨
民
報
』
一
九
三

一
年
（
昭
和
六
）
七
月
十
日
、
三
頁
に
「
盛
夏
向
涼
味
品
新
柄
大
売
出
し　

桜

町
お
ふ
ど
う
呉
服
店
出
張
所
」、『
山
梨
日
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）

十
一
月
二
十
二
日
、
三
頁
に
「
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五　

三
日
間
え
び
す

講
大
廉
売　

桜
町
お
ふ
ど
う
呉
服
店
出
張
所
」
と
あ
る
。

　
　

 

ま
た
、『
山
梨
時
事
新
報
』
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
六
月
十
三
日
、
二
頁
・

同
年
七
月
二
日
、
四
頁
・
同
年
同
月
四
日
、
一
頁
・
同
年
同
月
六
日
、
一
頁
、

お
よ
び
『
峡
中
日
報
』（『
山
梨
時
事
新
報
』
よ
り
改
題
）
同
年
同
月
十
日
、
四

頁
・
同
年
同
月
十
二
日
、
四
頁
・
同
年
同
月
二
十
五
日
、
四
頁
・
同
年
同
月
三

十
日
、
一
頁
・
同
年
八
月
四
日
、
四
頁
・
同
年
同
月
六
日
、
四
頁
・
同
年
同
月

九
日
、
四
頁
・
同
年
同
月
十
一
日
、
四
頁
・
同
年
同
月
十
三
日
、
四
頁
・
同
年

同
月
十
七
日
、
四
頁
・
同
年
同
月
十
九
日
、
四
頁
に
「
夏
は
、
海
、
山　

お
買

物
は
日
比
谷
の
近
代
美
松　

近
代
人
の
新
百
貨
店　

東
京
日
比
谷　

美
松
」（
帽

子
・
洋
装
男
性
の
メ
イ
ン
の
絵
入
り
）
と
あ
る
。
甲
府
市
で
も
「
近
代
人
の
新

百
貨
店
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
新
聞
広
告
に
よ
る
宣
伝
が
猛
烈
な

勢
い
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
お
ふ
ど
う
呉
服
店
に
美
松
の
情
報

が
伝
わ
っ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 

岡
島
呉
服
店
に
つ
い
て
は
、『
岡
島
百
五
十
年
の
歩
み
』（
株
式
会
社
岡
島
、

一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
24
） 

末
田
智
樹
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史

―
企
業
家
の
革
新
と
経
営
組
織
の
確

立

―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
一
七
二
〜
一
七
四
・
三
一
九

〜
三
二
〇
頁
を
参
照
。
今
回
、
里
見
純
吉
と
吹
野
誠
太
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、

ほ
か
に
菱
田
芳
治
『
昭
和
十
四
年
版　

日
本
百
貨
店
総
覧
』（
百
貨
店
新
聞
社
、

一
九
三
九
年
）
の
「
百
貨
店
人
小
伝
」
三
五
〜
三
六
・
六
五
頁
を
参
照
し
た
。

（
25
） 

伊
勢
丹
は
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
九
月
二
十
八
日
に
新
宿
店
を
開
店
さ
せ

る
た
め
、
細
田
の
在
職
中
は
百
貨
店
化
の
途
中
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
は

す
で
に
百
貨
店
の
小
型
店
舗
と
し
て
展
開
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
た
め
、
細

田
を
百
貨
店
の
実
務
経
験
者
と
し
た
。
ま
た
本
文
の
表
３
（
４
）
の
記
事
か
ら

も
細
田
を
実
務
経
験
者
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
伊
勢
丹
に

お
い
て
も
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
に
大
丸
に
入
社
し
大
丸
神
戸
店
の
次
長

ま
で
務
め
、
数
度
に
わ
た
っ
て
欧
米
へ
出
張
し
百
貨
店
事
情
を
見
聞
し
た
経
験

を
有
す
る
松
田
清
を
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
九
月
に
入
社
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
二
六
九
〜
二
七

六
頁
を
参
照
。
ま
た
松
田
清
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
菱
田
前
掲
『
日
本

百
貨
店
総
覧
』
の
「
百
貨
店
人
小
伝
」
六
七
頁
を
参
照
し
た
。
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本
資
料
の
『
店
員
用
語
』
は
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。
調
査
で
は
、
閲
覧
・
撮

影
の
ご
許
可
と
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
山
梨
県
内
の
郷
土
資
料
に
つ
い
て
は
、

山
梨
県
立
図
書
館
で
の
調
査
に
よ
り
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
機
関
に
対
し
心
か
ら
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
二
〇
二
一
・
二
〇
二
二
年
度
中
部
大
学
特
別
研
究

費
に
基
づ
い
て
調
査
し
、
早
々
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。

1
、 

翻
刻
文
の
体
裁
は
原
則
し
て
原
史
料
通
り
と
し
、
適
宜
本
書
形
式
に
合

わ
せ
た
。

２
、 

旧
字
体
や
常
用
外
の
漢
字
は
原
則
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
、
常
用
漢
字

表
に
な
い
も
の
は
正
字
を
用
い
、
読
み
づ
ら
い
旧
字
体
な
ど
は
ひ
ら
が
な

に
し
た
。

３
、 

か
な
遣
い
は
現
代
か
な
遣
い
と
し
、
名
詞
・
擬
音
語
・
擬
態
語
等
の
カ

タ
カ
ナ
遣
い
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
読
み
や
す
く
す
る

た
め
に
ひ
ら
が
な
遣
い
に
し
た
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
濁
音
や
ル
ビ
を
適

宜
補
っ
た
。

４
、 「
お
客
」「
御
客
」
な
ど
の
同
じ
意
味
で
ひ
ら
が
な
と
漢
字
使
用
の
箇
所

に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
統
一
し
、
現
在
で
は
送
り
仮
名
が
と
く
に
必
要

な
漢
字
に
つ
い
て
は
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
以
外
は
ソ
ノ
マ
マ
と
し
た
。

５
、 

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
句
読
点
・
並
列
点
を
適
宜
加
え
、
ま
た
は
原

文
の
も
の
を
改
め
た
。
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
適
宜

修
正
を
施
し
た
。
同
じ
意
味
の
部
分
で
漢
字
と
ひ
ら
が
な
や
漢
字
同
士
の

不
統
一
の
場
合
は
、
ひ
ら
が
な
か
漢
字
に
統
一
し
た
。

６
、 

ゴ
チ
ッ
ク
表
示
、
圏
点
、
傍
点
、
傍
線
等
の
文
字
の
装
飾
は
一
部
を
除

き
、
原
文
の
表
記
に
従
っ
た
。
踊
り
字
（
ヽ
・
ヾ
・
ゝ
・
ゞ
・
〳
〵
・

〴
〵
）
は
用
い
ず
、
ひ
ら
が
な
・
漢
字
に
直
し
た
。
但
し
、「
々
」
は
そ

の
ま
ま
使
用
し
た
。

７
、 「
え
」「
つ
」「
や
」「
ゆ
」「
よ
」「
ア
」「
ツ
」「
ヤ
」「
ユ
」
は
ポ
イ
ン

ト
を
下
げ
て
右
寄
せ
に
し
た
。
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店　

員　

用　

語

 

株
式
会
社　

美  

松　

 

人

事

掛

　
　
　
　

店
員
の
言
葉

　

店
員
の
言
葉
が
客
に
快
、
不
快
を
与
え
る
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
、
ひ
い

て
は
此
の
快
、
不
快
が
其
の
売
上
能
率
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。

故
に
商
店
と
し
て
店
員
の
言
葉
は
可
な
り
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

一
般
的
の
注
意

　

一
、
万
人
向
き
で
如
何
な
る
人
に
も
通
じ
る
こ
と

　

一
、
簡
単
、
明
瞭
な
る
こ
と

　

一
、
礼
儀
を
失
わ
せ
ざ
る
こ
と

　

一
、
へ
つ
ら
い
過
ぎ
な
い
こ
と

　

一
、
自
然
に
し
て
ス
ラ
ス
ラ
云
え
る
こ
と

　

一
、
上
品
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　

其　

例

初
め
て
の
お
客
様
に
は

　

△
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。

顔
馴
染
み
の
お
客
様
に
は

　

△
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
毎
度
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

包
装
な
ど
の
た
め
に
客
に
離
れ
る
時

　

△
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。

御
礼
の
意
味
の
挨
拶

　

△
相
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
待
た
せ
し
た
時

　

△
ど
う
も
お
待
ち
遠
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

△
ど
う
も
お
待
た
せ
申
し
ま
し
た
。

い
た
し
ま
し
た
。

お
客
様
に
呼
ば
れ
た
が
、
手
が
は
な
せ
な
い
場
合

　

△
有
り
が
と
う
存
じ
ま
す
。
只
今
お
伺
い
申
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

　

△
は
い
只
今
お
伺
い
申
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

　
（
注
意
）  

買
い
物
な
さ
ら
な
い
お
客
に
対
し
て
も
、
又
ひ
や
か
し
客
に
対

し
て
も
、「
又
ど
う
ぞ
」
と
御
挨
拶
す
る
こ
と
。

お
客
様
を
呼
び
か
け
る
に
は

　

△
も
し
も
し
○
○
様
。

　

△
も
し
も
し
お
客
様
。
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客
の
前
で
同
僚
を
呼
ぶ
場
合

　

△
○
○
さ
ん
。

他
の
お
客
様
に
応
対
中
の
時

　

△
は
い
只
今
。

応
対
中
に
他
の
客
か
ら
呼
ば
れ
て
、
す
ぐ
手
が
離
せ
な
い
時

　

△
相
済
み
ま
せ
ん
。
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。

　
　

 

と
云
っ
て
同
僚
を
呼
ぶ
か
、
又
は
応
対
中
の
客
に
一ち

ょ
っ
と寸

お
断
り
し
て
呼

ば
れ
た
方
へ
行
く
。

手
が
す
い
て
い
て
、
然
も
呼
ば
れ
た
お
客
か
ら
離
れ
て
い
た
時
は

　

△
は
い
、
お
呼
び
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

　
（
注
意
）  

呼
び
か
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
「
は
い
」
と
答
え
て
、
お
客
の
近

く
へ
来
て
「
お
呼
び
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」
と
軽
く
お
尋
ね
す
る
。

「
〇
〇
を
く
れ
」
と
云
わ
れ
た
時
は

　

△
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
或
い
は

　

△
有
り
難
う
存
じ
ま
す
。
と
云
っ
て
品
物
を
お
目
に
か
け
ま
す
。

値
段
を
聞
か
れ
た
時

　

△
○
○
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
（
注
意
）
此
の
時
は
よ
く
知
っ
て
居
て
も
必
ず
値
札
を
見
て
答
え
る
こ
と
。

品
物
の
有
無
を
聞
か
れ
た
時
、
有
れ
ば

　

△
は
い
、
ご
ざ
い
ま
す
。

　
（
注
意
）  

有
る
場
合
で
も
決
し
て
無
言
で
出
さ
な
い
こ
と
。
必
ず
「
ご
ざ

い
ま
す
」
と
答
え
て
現
品
を
出
す
。

売
り
切
れ
の
時
、
又
は
商
品
が
な
い
時
に
は
「
切
ら
し
て
居
り
ま
す
」
だ
け

で
言
葉
を
切
ら
ず
に

　

△ 

只
今
、
一ち

ょ
っ
と寸

切
ら
し
て
居
り
ま
す
が
、
此
の
品
で
は
お
間
に
合
い
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。

　

△ 

此
の
お
品
で
は
如
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
お
品
は
少
々
違
い
ま
す

が
、
お
為
に
は
大
変
よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

△
〇
日
に
は
入
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　

△
お
待
ち
願
え
れ
ば
、
お
取
り
寄
せ
い
た
し
ま
す
。
等

品
切
れ
の
品
が
御
入
用
の
場
合

　
　
　
　
（
取
り
寄
せ
る
時
間
が
わ
か
っ
た
時
）

　

△ 

何
日
の
何
時
頃
迄
に
は
お
取
り
寄
せ
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
そ
れ
迄
、
御
猶
予
頂
け
ま
せ
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　
（
注
意
）  

此
の
場
合
決
し
て
あ
い
ま
い
な
返
事
、
無
責
任
な
こ
と
を
云
わ

な
い
で
必
ず
其
の
係
り
に
尋
ね
、
正
確
な
こ
と
を
答
え
る
こ
と
。

商
品
の
販
売
箇
所
を
聞
か
れ
た
時

　

△
〇
階
の
〇
〇
の
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
買
い
上
げ
に
な
っ
て
取
り
換
え
て
く
れ
る
か
と
聞
か
れ
た
時
、
可
能
な

時
は

　

△ 
は
い
、
お
取
り
換
え
い
た
し
ま
す
。
其
の
時
に
は
此
の
受
け
取
り
を
お

持
ち
下
さ
い
ま
せ
。

取
り
換
え
不
可
能
な
時
は

　

△ 

相
済
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
お
取
り
換
え
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居
り
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ま
す
の
で
。

品
質
に
就
い
て
疑
念
を
持
た
れ
た
時
、「
安
い
が
大
丈
夫
か
」
等
、
漠
然
と

聞
か
れ
た
時

　

△ 

お
値
段
は
安
く
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
決
し
て
悪
い
品
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

其
の
他
、
色
、
質
等
細
部
に
亘
っ
て
疑
念
を
持
た
れ
た
場
合
は
了
解
の
行
く

迄
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
。

　
（
注
意
）  

し
か
し
安
い
品
は
一
般
に
、
そ
れ
だ
け
総
て
の
点
に
普
通
品
よ

り
は
劣
っ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
と
な
し
に
客
に
感
じ
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
、
決
し
て
自
信
の
な
い
大
ボ
ラ
を
吹
か
ぬ
こ
と
。

ま
た
、
格
安
品
な
ど
で
キ
ズ
も
の
で
格
安
と
な
っ
て
い
る
時
は
、

其
の
旨
を
説
明
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、

　

△ 

こ
れ
は
少
々
、
染
む
ら
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
特
に
お
安
く
願
っ
て
居

り
ま
す
。

高
い
理
由
を
聞
か
れ
た
時
、「
他
店
は
○
○
で
売
っ
て
居
る
ぞ
」
と
は
っ
き

り
云
わ
れ
た
時

　

△ 

お
品
が
何
処
か
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
早
速
調
べ
て
御

満
足
の
い
く
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

「
馬
鹿
に
高
い
じ
ゃ
な
い
か
」
等
と
聞
か
れ
た
ら

　

△ 

細
工
が
込
み
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
等
と
其
の
特
徴
を
御
了
解
の
行
く

ま
で
説
明
す
る
こ
と
。

　
（
注
意
）  

前
の
場
合
に
「
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
」
等
と
云
っ

て
は
、
お
客
様
の
自
信
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
云
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

凡
て
お
願
い
す
る
時

　

△
恐
れ
入
り
ま
す
が
。
を
冒
頭
に
付
け
る
こ
と
。

お
受
け
取
り
を
見
せ
て
頂
く
時

　

△
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
お
受
け
取
り
を
お
待
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

待
っ
て
頂
く
時

　

△
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。

御
姓
名
を
伺
う
時

　

△
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
お
名
前
と
お
所
を
伺
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

進
物
が
否
か
を
聞
く
時

　

△
お
つ
か
い
物
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

吉
凶
何
れ
か
の
明
ら
か
で
な
い
時
は
必
ず

　

△
お
祝
い
物
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

吉
で
も

　

△ 

水
引
は
結
び
切
り
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
普
通
で
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま

す
か
。

お
客
様
が
お
買
い
上
げ
の
意
志
あ
れ
ど
、
品
物
の
名
を
申
さ
れ
ぬ
時

　

△
如
何
い
う
お
品
物
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

△
御
婦
人
向
き
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
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△
お
児
様
向
き
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

△
殿
方
向
き
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

或
い
は

　

△ 

左
様
で
ご
ざ
い
ま
す
か
…
…
の
御
使
い
途
は
ど
う
い
う
所
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
か
。

　

△
御
年
頃
は
お
い
く
つ
位
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

△
学
校
は
何
年
生
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

お
値
段
を
聞
く
時

　

△
お
い
く
ら
位
の
処
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

△
お
値
段
は
如
何
ほ
ど
位
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

△
お
値
段
の
御
予
定
は
如
何
程
ま
で
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

△
お
値
頃
は
ど
の
辺
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

色
合
い
等
を
聞
く
時

　

△
ど
ん
な
お
色
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。

　

△
ど
ん
な
お
色
を
お
好
み
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

品
物
を
お
進
め
す
る
時

　

△
此
の
辺
の
お
品
で
は
如
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

△
こ
れ
は
大
変
お
値
打
ち
か
と
存
じ
ま
す
。

又
お
客
様
が
値
の
安
い
の
を
御
希
望
に
な
っ
た
時

　

△
こ
れ
は
大
変
お
徳
用
か
と
存
じ
ま
す
。

　

△
こ
れ
は
大
変
お
安
く
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　

△
こ
れ
な
ど
は
お
か
っ
こ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

格
安
品
、
特
価
品
を
お
求
め
に
な
っ
た
時

　

△
「
お
安
い
品
で
す
か
」「
特
価
品
で
す
か
」
等
と
云
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

△ 

「
お
値
打
ち
品
」「
お
か
っ
こ
う
な
お
品
」
な
ど
出
来
る
だ
け
、
お
客
様

の
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
様
に
、
う
け
答
え
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

又
迷
い
や
す
い
お
客
様
に

　

△ 

此
の
辺
な
れ
ば
（
こ
れ
な
れ
ば
）
安
心
し
て
お
進
め
申
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

△
こ
れ
は
皆
様
の
御
評
判
が
非
常
に
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
客
様
が
品
物
を
何
個
も
お
選
び
に
な
り
、「
こ
れ
だ
け
下
さ
い
」
と
云
わ

れ
た
時

　

△
す
っ
か
り
、
お
そ
ろ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　

△
こ
れ
で
、
お
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　

△
他
に
御
用
は
、
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

◎
金
銭
授
受
の
注
意

―

お
客
様
が
品
物
の
御
選
定
済
み
御
勘
定
と
な
っ
た
時

　

△
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
〇
円
〇
銭
頂
戴
い
た
し
ま
す
。

現
金
を
頂
き
レ
ジ
ス
タ
ー
の
方
へ
行
く
時
、
お
客
様
の
御
面
前
で
一
応
更あ
ら
た

め

　

△ 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
〇
〇
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
。
少
々
お
待
ち

下
さ
い
ま
せ
。

品
物
の
包
装
し
た
の
と
、
お
釣
銭
を
も
っ
て
お
客
様
に
お
渡
し
す
る
時

　

△
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
何
円
で
何
円
何
銭
お
返
し
に
な
り
ま
す
。

　
　

ど
う
ぞ
御
面
倒
様
で
も
お
調
べ
下
さ
い
ま
せ
。

次
に
品
物
を
お
渡
し
し
て

　

△
有
難
う
存
じ
ま
す
。
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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お
買
い
上
げ
品
を
お
渡
し
し
た
時

　

△ 
お
風
呂
敷
を
お
持
ち
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
お
包
み
い
た
し
ま

し
ょ
う
か
。

　

△
お
包
み
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。

お
釣
銭
の
な
い
時

　

△
ど
う
も
お
待
ち
遠
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
有
難
う
存
じ
ま
し
た
。

お
つ
か
い
物
お
買
い
上
げ
を
お
渡
し
す
る
時

　

△ 

値
札
は
お
取
り
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
と
申
し
上
げ
て
御
安
心
の
行
く
よ

う
に
す
る
。
此
の
場
合
出
来
る
だ
け
請
取
（
レ
シ
ー
ト
）
と
一
緒
に
値

札
を
お
渡
し
す
れ
ば
尚
よ
ろ
し
。

お
買
い
上
げ
品
お
出
口
ま
わ
し
の
節

　

△ 

お
受
け
取
り
と
御
一
緒
に
、
壱
階
の
お
買
い
上
げ
品
お
渡
し
所
へ
お
ま

わ
し
い
た
し
て
置
き
ま
す
か
ら
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
此
の
合
札
で
お

受
け
取
り
下
さ
い
ま
せ
。

　
　
　
（
此
の
場
合
必
ず
合
札
の
番
号
と
引
き
合
わ
せ
見
る
こ
と
）

受
話
器
を
耳
に
当
て
た
な
ら
ば
直
ぐ

　

△ 

美
松
の
○
○
で
ご
ざ
い
ま
す
（
部
属
名
を
云
う
）。
毎
度
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
と
挨
拶
す
る
。

一
度
、
受
話
器
を
は
ず
し
た
な
ら
ば
、
其
の
人
は
御
用
の
済
む
迄
、
必
ず
受

話
器
を
耳
よ
り
離
さ
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
御
催
促
を
受
け
た
時
、

直
ぐ

　

△ 

相
済
み
ま
せ
ん
。
〇
〇
い
た
し
て
居
り
ま
す
か
ら
少
々
お
待
ち
下
さ
い

ま
せ
。

　

△ 

そ
れ
は
誠
に
御
気
の
毒
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
店
員
が
気
付
き
ま
す
れ

ば
、（
壱
階
）の
お
忘
れ
物
承
り
係
り
へ
お
ま
わ
し
い
た
す
こ
と
に
な
っ

て
居
り
ま
す
か
ら
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
一
応
そ
ち
ら
の
方
に
お
尋
ね

下
さ
い
ま
せ
。

　

△ 

そ
れ
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
早
速
、
係
り
の
方
を
取
り
調
べ

ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。

　

△ 

誠
に
申
し
兼
ね
ま
す
が
、
お
煙
草
は
あ
ち
ら
の
喫
煙
所
で
お
願
い
い
た

し
度
う
ご
ざ
い
ま
す
が
。

　
（
注
意
）
他
の
お
客
様
に
あ
ま
り
聞
こ
え
ぬ
様
に
御
注
意
申
し
上
げ
る
こ
と
。

　

△
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
お
こ
わ
れ
物
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
　

幾
包
み
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。
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△ 
誠
に
申
し
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
、
と
一
応
お
詫
び
を
申
し
上
げ
、
直
ち
に

係
長
又
は
当
該
主
任
を
呼
ぶ
こ
と
。

　

△
お

召

物
（
着
物
と
云
わ
ぬ
様　
　
　

）

　

△
お

履

き

物
（
下
駄
・
草
履
〃　
　
　
　

）

　

△
わ
た
く
し
共
（
わ
た
し
達　

〃　
　
　
　

）

　

△
御
覧
に
入
れ
る
（
見
せ
る　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
お

じ

み
（
地
味　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
ど

な

た

様
（
誰　
　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
御

経

済

的
（
経
済
的　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
お

見

そ

れ
（
見
忘
れ
た　

〃　
　
　
　

）

　

△
承

り

ま

す
（
聞
き
ま
す　

〃　
　
　
　

）

　

△
お
た
め
に
よ
い
（
丈
夫
で
す　

〃　
　
　
　

）

　

△
あ

な

た

様
（
あ
な
た　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
お

値

段
（
価
格　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
お

連

れ

様
（
一
緒
の
人　

〃　
　
　
　

）

　

△
お
と
し
よ
り
（
老
人　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
お

と

し

頃
（
年
齢　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
学　
生

さ

ん

の

方
（
書
生
さ
ん　

〃　
　
　
　

）

　

△
お

出

口
（
出
口　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
皆

様
（
み
ん
な　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
さ
様
で
ご
ざ
い
ま
す
（
そ
う
で
す　

〃　
　
　
　

）

　

△
お
は
い
り
口
（
入
口　
　
　

〃　
　
　
　

）

　

△
お
値
段
が
張
る
（
値
が
高
い　

〃　
　
　
　

）

　

△
そ

う

い

う
（
そ
ん
な　
　

〃　
　
　
　

）

お
客
様
が
食
堂
に
お
這
入
り
に
な
っ
た
時

　

△
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。

込
み
あ
っ
て
椅
子
の
空
い
た
の
が
お
客
様
に
わ
か
ら
ぬ
時

　

△
こ
ち
ら
が
空
い
て
居
り
ま
す
。

　

△
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
お
か
け
下
さ
い
ま
せ
。

品
物
の
御
注
文
が
あ
っ
た
時
（
一
品
御
用
命
の
時
）

　

△
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
（
食
券
を
受
け
取
っ
て
見
て
）

　
　

○
○
○
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　
　
（
は
い
）
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。

　
　

少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。

　
　
（
品
物
を
お
持
ち
し
て
来
た
な
ら
）

　
　

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。

品
物
の
御
注
文
が
二
品
以
上
の
時

　

△
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
（
食
券
を
調
べ
て
）　

　
　

○
○
○
に
○
○
○
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
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ど
ち
ら
を
お
先
に
お
持
ち
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
は
い
）
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。

　
　

少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。

　
　

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。

召
し
上
が
っ
て
お
帰
り
に
な
る
時

　

△
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

△
お
忘
れ
物
の
な
い
様
に
願
い
ま
す
。

食
器
を
下
げ
る
時

　

△
お
下
げ
い
た
し
て
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。

一
応
腰
を
お
ろ
し
た
お
客
様
が
御
注
文
の
時

　

△ 

食
券
を
お
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。
○
○
銭
お
預
か
り
い
た
し
度
う
ご

ざ
い
ま
す
。

一
ぱ
い
で
か
け
る
椅
子
が
な
い
時

　

△
只
今
、
満
員
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

△
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
。

お
客
様
の
質
問
に
対
し
て
は

　

△
（
は
い
）
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

△
（
は
い
）
ご
ざ
い
ま
す
。

　

△
御
気
の
毒
で
す
が
、
只
今
、
生
憎
取
り
扱
っ
て
居
り
ま
せ
ん
の
で
…
…
。

お
客
様
が
お
帰
り
に
な
る
時
は
食
堂
を
出
る
ま
で
軽
く
頭
を
下
げ
、
二
、三

人
は
必
ず

　

△
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
を
云
う
こ
と
。

事
故
が
あ
っ
た
時
は

　

△ 

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
と
一
応
お
詫
び
申
し
上
げ
、
必
ず
主
任

を
呼
ぶ
こ
と
。

（
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
一
日　
　

受
理
）
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